
平成２３年度 兵庫県立人と自然の博物館協議会

日時 平成２４年２月２２日（水）１５：３０～１７：２０

場所 県立人と自然の博物館 大セミナー室

１ 出席者及び司会進行

○委員（五十音順）

石川委員、石野委員、岩木委員、今井委員、岡田委員、梶原委員、上甫木委員、竹内

委員、寺見委員、長里委員、森川委員、山西委員（会長）

○人と自然の博物館

岩槻館長、中瀬副館長、森次長、岩﨑館長補佐、高橋部長、服部部長、橋本室長、赤

澤室長、西岡課長、山下課長、三枝主任研究員、松原副室長

○社会教育課

林社会教育課長

○司会

岩﨑館長補佐

２ 議 事

○挨 拶 岩槻館長

（１）副会長の選任について

石野委員を選任

（２）報告事項

博物館の活動について 森次長

平成２３年度の活動状況について 高橋部長

（３）協議事項

平成２４年度の事業計画について 橋本生涯学習推進室長

恐竜化石等発掘状況について 三枝主任研究員

（４）質疑・意見

・委員 移動博物館「ひとはく号」とはどのようなものか。バスを借り上げる

のか。大学にも来てほしいが、企画はどうなっているのか。

・博物館 ノーマルなバスを買取り、改造して運用する。今後の博物館運営に活

用していく予定ですが、内容については現在企画中で、これからである。

・委員 人博は自然系の多くの物を蓄積している。人博の役割は関心を持つ人

の裾野を広げることである。地域の場づくりとして現地の人が効果のあ

る物を展開し、創っていけるサポートが大切である。中でも山陰海岸ジ

オパークをこれからの数年の目玉として大きなストーリーで編集し、ベ

ースを作って提供し興味がない人も取込んでいく必要がある。

・委員 山陰海岸ジオパークの話題に関連して、何か。

・委員 地元の知名度を上げるために、若い人が新しいサンプルを作成中であ

る。見せる収蔵庫として、「ひとはくジオキャラバン」で提供していた



だいた魚のはく製などは好評であった。今後も巡回展等を進め、但馬地

方において人博の存在をより一層高めていただきたい。

・委員 人博の開館２１年度以降に向けた計画はどのようになっているか。

・博物館 将来構想プロジェクトを構想しており、パートナーの方々と実行委員

会形式で２１年目以降のことも、各地域でのひとはく号の運用などを通

して、２０周年に試行して実施することについて検討している。

・博物館 最初の１０年、さらに新展開からの１０年がいい形で展開され、１０

月のアニバーサリーの頃にはその姿が見えてくると思っている。

基本的には今までのやり方でよかったと認識している。

・委員 資料より中学生の来館状況も確認できるが、少し来館者数が少ない中

学校に対しては広報等で周知する必要があるのではないか。必要であれ

ば中学校長会で周知するなど検討してはどうか。

・博物館 ボルネオジャングルスクールの募集を通して中学校にも広報を実施し

ている。わくわくオーケストラの実施に併せて、利用促進の広報を行っ

た事もある。雨天時に最大６００名まで昼食場所として利用できるホー

ルのロビー（ホロンピアホ－ル）もあるので活用いただきたい。まだま

だＰＲが足らないので校長会等での周知に努たい。

・委員 本校も開校２０周年を迎える。人博の取り組みに非常に興味を持って

いる。今年度より教職類型（選択科目により教職について学習するコー

ス）を立ち上げたので、その生徒たちに校外学習等で学んでいってほし

い。総合的な学習の時間にも活用できればと思う。

・委員 こうした会議は非常に有意義なので各専門の知識・知恵を活かすため、

秋あたりに各委員が有志で集まり、意見交換ができる機会を作っていた

だきたい。

・委員 今年度からキッズひとはく推進室が開設され、児童館に直接訪れるな

ど充実した展開を行っているように思うが、今後の展開はどのようにな

っているのか。

・博物館 教職員セミナーに幼稚・保育園の教員用のセミナーを新たに加えたり、

「kidsひとはく大使」の実施、「ひとはくかわらばん」を低年齢の子供

にも拡大していくことなどを検討している。

・委員 「ジオキャラバン」、「ひとはく号」に広告を取り込まれたらいかがか。

・委員 丹波の恐竜化石発掘では、世界的に見てどのような特色があるのか。

・博物館 骨が出ているのはほとんど新種であるが、種類としては中国で発掘さ

れるものに近い。しかし、中国の同時代の産地では詳しく年代測定がさ

れていないのに対して丹波、篠山地域の地層は詳しい年代測定がされて

おり、将来的にも重要な化石産地になると考えている。

・委員 人博は月に１回入館者に向けてセミナーを行っているが、とてもいい



取組みをしているにもかかわらず、地域（地元）の人々の参加が少ない

ので、三田市の広報を通してアピールしていただきたい。

・委員 三田市の広報に人博の個別事業を載せるのは難しい面がある。むしろ三

田市の小学校等に対して広報を行うのがいいのではないか。

三田市としてもできる範囲での協力はしたいので検討したい。

５ 閉 会


